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本データ 

名 下庄地区

 8,602 人

数 2,893 世

 約 19.1

の沿革 

地区は大野市

している。昭

大野市が誕生

された。 

内には、国の

の奥越土木事

クリーンおく

察署、大野郵

国道沿いに

いる。また、

地区に設置さ

用されており

東縦貫線)と併

整備が着実に

主体 下庄を

区の航空写真

る 

区 

人 (H30.1.

世帯 
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市の北西部に

昭和２９年に

生した時に、

の九頭竜川ダ

事務所、奥越

くえつ、奥越

郵便局等の官

には複数の郊

、中部縦貫自

され、平成

り、国道１

併せて、市の

に進捗してき

をよくする会

真：農村地域
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に位置し、勝

に２町６ヵ村

、下庄町も大

ダム総合管理

越合同庁舎の

越明成高等学

官公庁等が集
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自動車道の大

２５年３月

５７号の大野

の東の玄関

きている。

会 
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理事務

のほか、

学校、

集中し

設も進
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２４日

野バイ

口と

が混在

２ 現状と

 下庄をよ

来住民主体

た。本年度

内の各種団
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区民の交流

に大きな成

 また、地

齢者宅に手
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花のま

 これらの

体から選出

る地区推進

ちづくり運

ある。しか

があり、一

いる。 

 また、長

を重ね、よ

うに進んで

 こうした

参加を促す

域資源を活

事業を企画

若者たちが

課題 

くする会で

体のまちづく

度で３０回を

団体が参加し

。毎年多く

流促進、団結

成果を上げて

地区内の一人

手打ちそばを

や河川や山際

活動など、そ

に対し、数々

まちづくりコ

の活動を支え

出される委員

進委員、そし

運動協力者か

かし、まちづ

一部の委員に

長く活動をけ

り若い年齢

でいない現状

た中、若い世

すため、地区

活用しながら

画、実施しよ

が集まって活

では、昭和５

り運動の推

を数える下庄

し、地区を挙

の来場者で

結力の強化、
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状がある。 

世代の地域づ
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ら、自らも楽
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５４年の発足

推進に努めて

庄まつりは地

挙げての行事

でにぎわい、

地区の活性

二人暮らしの

まごころそば

トロールなど

多方面にわた

受けている。
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への意識には
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３ 事業

【後継者

ェクト』

むプロジェク

区の今後を担

らが活動しや

支援をしてい

地場産野菜

して、平成２

市」は７年目

として賑わっ

えてきたが、

季節によって

経営の安定

ため、誰でも

さらに出品登

いる。 

下庄青

業の内容 

者の育成：

』の取り組み

クト」も５年
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いく必要があ

菜の販路拡大
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くする会だ
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とめた冊子

の昔ばなし」

活用し、ま

域資源を理

ため、子ど

象とした、

を巡って名
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１７日から

下庄青空市」

から午前９時
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先進地視察

（３月３日
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４ 事業の成果 

【後継者の育成】 

 ４年目となる水辺の灯りまつりは、イベント

だけでなく事前の準備を兼ねた河川清掃(木瓜

川クリーン作戦)を実施しており、沿線地域に

木瓜川クリーン作戦の実施日に合わせた社会奉

仕を同日開催で実施しており、木瓜川の清掃を

しながら地区内を移動することで、地域住民に

イベントの周知や趣旨の理解を得られるととも

に、一緒に清掃活動をするという一体感が生ま

れたと考える。また、クリーン作戦には下庄を

よくする会や下庄倶楽部の会員のほか陽明中学

校の生徒など多数のボランティアの参加が得ら

れた。 

 同じく３年目となる、しもキッズとの共催に

よる「下庄キャンドルナイト」は、実行委員を

務める児童たちとの活発な意見交換によりイベ

ントを作り上げることができた。地域の若者グ

ループ「しもプロ」は、子どもたちの熱い思い

を実現させるための裏方としてその力を存分に

発揮することができた。今後も継続的に事業を

実施することで、児童の地域愛が育つことが期

待される。 

 下庄をよくする会が、しもプロの活動に財政

面を含めた活動の支援を行っており、しもプロ

会員にも地域行事のスタッフとしての参加を呼

びかけ、まちづくり活動の若手後継者づくりの

一助となっている。 

【「ふるさと探訪 下庄の名所・史跡」「下庄

の昔ばなし」の活用】 

 今年度も冊子『ふるさと探訪 下庄の名所・

史跡』の活用を図るため、小学生を対象に地域

内の名所史跡を廻って学習するスタンプラリー

を実施した。 

 夏休み期間で実施したため、大勢の児童が参

加して地域内の名所史跡を訪れ、新たな発見と

ともにふるさとを学ぶ機会を提供することがで

きた。 

 また、名所史跡のさらなる広報を図るため、

「地域の唄」の製作にも取り組んだ。 

【直売所「下庄青空市」の開催】 

 協議会を開催し、下庄青空市のスムーズな運

営に向けて意思統一を図るとともに、レジシス

テムの操作研修を実施し、特定の参加者にレジ

業務が偏らないよう、負担軽減を図った。 

 青空市のオープンにあたっては、下庄をよく

する会の機関紙である「下庄しるべ」で広報す

るなどしたが、告知前からオープン期日の問い

合わせが来るなど、地域への周知が浸透してき

た。開店時刻前から来店する客も多く、早々と

売り切れることもあった。 

 また、作物の作付け前に栽培講習会を実施す

るなど、青空市の継続的な開催に向け、品質向

上や新たな出品野菜の掘りおこしなどに努めた。

【まちづくりの研修の開催】 

 これまで継続的に実施してきた下庄まつりも

第３０回を迎えることから、まつりをより盛り

上げ、地域づくりの機運を高めるため、記念の

ステージイベントを開催してまつりを盛り上げ

た。 

 また、「地域の唄」の製作で協力頂いた霊河

氏を講師に招き、「ご縁をつないで」と題して、

「縁」を繋いで築くまちづくりについて理解を

深め、まちづくりへの想いを改め感じることが

できた。 

 さらに、まちづくり先進地の視察研修でオリ

ーブを活用したまちづくりについて研修し、新

たな特産によるまちづくりの可能性について理

解を深め、まちづくりへの想いを新たにするこ

とができた。 
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５ 今後の展望 

 若者グループ「しもプロ」の活動もまだ組織

基盤が脆弱であり、事業を継続し、会を存続さ

せていく上でも、会員の増強が緊急の課題であ

り、会員の勧誘や活動の広報に取り組んでいる。

会員も徐々に増えているが、企画段階での参画

ができずイベント当日のスタッフ活動のみとい

う会員も多いのが現状となっている。持続的な

活動を促すため、会員の自主性を尊重しつつ、

「地区内の資源を利用しながら、自らも楽しめ

るような事業を企画、実施する」という会の趣

旨に沿う活動を今後も支援して会員の増強を図

り、まちづくり活動への参加も働きかけていく。 

 地区内の名所・史跡の活用については、今後

も積極的に活用するため、学習活動や史跡めぐ

り、さらなる学習を深めるためのアイテムづく

りなど事業展開を継続する。 

 下庄青空市は、「市」の継続的な開催をめざ

し、出品野菜の品質向上を図り、新しい品種、

珍しい品種の栽培を手掛けていく。また、青空

市を利用する客は年齢層が高いためか、目新し

い野菜を敬遠しがちであるが、消費者が望む野

菜の品質向上と、新しい野菜の堀り起こしにも

尽力し、安全で安心な農産物への関心が高いと

思われる若い客層に向けた販売を強化する。 

 

 

 


